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催
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育
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国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
、

病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、

家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

に
、
働
い
て
い
る
世
代
み
ん
な
で
支

え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕

組
み
で
す
。

　
国
民
年
金
は
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満

の
方
は
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

２０
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に
国
民

年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
加
入
方
法

　
２０
歳
の
誕
生
月
の
前
月
に
日
本
年

金
機
構
か
ら
送
付
す
る
国
民
年
金
被

保
険
者
関
係
届
書
に
必
要
事
項
を
明

記
し
、
市
役
所
３
階
市
民
課
ま
た
は

近
く
の
年
金
事
務
所
に
郵
送
ま
た
は

窓
口
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
被
保
険
者
関
係
届
書
を

紛
失
し
た
場
合
は
本
人
確
認
書
類
、

印
鑑
を
持
っ
て（
市
）市
民
課
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
に
初
め

て
加
入
す
る
と
年
金
手
帳
が
交
付

さ
れ
ま
す
。
勤
務
先
、
住
所
、
氏

名
が
変
わ
っ
て
も
一
生
涯
使
用
し

ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

毎
月
の
保
険
料
が
払
え
な
い

時
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

●
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
の
方
で
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

●
納
付
猶
予
制
度

　
学
生
で
な
い
５０
歳
未
満
の
方
で
、

本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

▼
申
請
方
法

　
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写

し
、
印
鑑
を
持
っ
て
、（
市
）市
民
課

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■問
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
0
5
7
0
―

0
5
―

1
1
6
5

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
６
カ
月
分
、
１
年
分
、

２
年
分
ま
と
め
て
「
前
納
」
す
る
場
合
に
割
引
が
適

用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
現
金
納
付
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
納

付
よ
り
口
座
振
替
の
方
が
割
引
額
が
多
く
な
り
ま
す
。

●
口
座
振
替
に
よ
る
保
険
料
割
引
額（
　

）内
は
現
金
・

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
の
場
合

・
平
成
３０
年
度
の
割
引
額
実
績

　
６
カ
月
　
１，
１
１
０
円
（
８
０
０
円
）

　
１
年
　
４，
１
１
０
円
（
３，
４
８
０
円
）

　
２
年
　
１
５，
６
５
０
円
（
１
４，
４
２
０
円
）

　
２
年
前
納
の
社
会
保
険
料
控
除
は
、
全
額
を
納
め

た
年
に
控
除
す
る
か
、
各
年
分
の
保
険
料
に
相
当
す

る
額
を
各
年
に
控
除
す
る
か
選
択
で
き
ま
す
。

　
口
座
振
替
の
詳
細
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w

w
w
.nenkin.go.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
0
5
7
0
―

0
5
―

1
1
6
5

　
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
く

て
も
要
介
護
認
定
（
要
介
護
３
以
上
）
を
受
け
て
い

る
６５
歳
以
上
の
方
は
、
確
定
申
告
で
障
害
者
控
除
な

ど
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
方

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
す
で
に
認
定
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

で
、
状
況
が
変
わ
ら
な
い
方
は
引
き
続
き
利
用
で
き

ま
す
の
で
再
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■問
・
■申
■請
（市）
福
祉
課
　
総
務
・
高
齢
者
福
祉
係

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

国
民
年
金
の
2
年
前
納
（
口
座
振

替
）
の
申
込
期
限
は
2
月
末

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
交
付

・・
・・・・

婚
姻
歴
が
な
い
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
寡
婦
（
夫
）

控
除
の
み
な
し
適
用
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
婚
姻
歴
が
な
い
ひ
と
り
親
家
庭
に
は
税
法
の
定
め
る
「
寡
婦
（
夫
）
控
除
」
が
適

用
さ
れ
な
い
た
め
、
婚
姻
歴
の
あ
る
ひ
と
り
親
家
庭
と
比
べ
て
、
保
育
料
な
ど
の
算

定
に
お
い
て
、
負
担
額
に
差
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
婚
姻
歴
の
有
無
に
よ
り
寡
婦
（
夫
）
控
除
が
受
け
ら
れ
な
い
ひ

と
り
親
家
庭
に
対
し
、
寡
婦
（
夫
）
控
除
を
み
な
し
適
用
す
る
こ
と
で
、
負
担
の
公

平
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

　
市
内
在
住
で
所
得
を
計
算
す
る
対
象

と
な
る
１２
月
３１
日
現
在
に
お
い
て
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

婚
姻
歴
が
な
い
母
（
①
ま
た
は
②
）

①
扶
養
親
族
で
あ
る
子
ま
た
は
生
計
を

同
じ
く
す
る
子
※
が
い
る
方
（
一
般

の
寡
婦
）

②
扶
養
親
族
で
あ
る
子
が
お
り
、
か
つ

合
計
所
得
金
額
が
５
０
０
万
円
以
下

で
あ
る
方
（
特
別
の
寡
婦
）

婚
姻
歴
が
な
い
父

　
扶
養
親
族
で
あ
る
子
ま
た
は
生
計
を

同
じ
く
す
る
子
※
が
お
り
、
か
つ
合
計

所
得
金
額
が
５
０
０
万
円
以
下
で
あ
る

方

▼
対
象
事
業
等

　
下
表
の
と
お
り

▼
注
意

　
事
業
に
よ
っ
て
は
、
別
途
要
件
等
が

あ
る
た
め
、
必
ず
し
も
対
象
と
な
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

各
対
象
事
業
の
問
い
合
わ
せ
先
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

※
生
計
を
同
じ
く
す
る
子
と
は
、
前

年
の
合
計
所
得
金
額
が
３８
万
円
以

下
で
、
他
の
人
の
控
除
対
象
配
偶

者
や
扶
養
親
族
で
な
い
場
合
に
限

り
ま
す
。

▼対象事業等一覧

障害者福祉サービス（介護給付費・訓練等給付費等）
自立支援医療（育成医療・更生医療・精神通院医療）
補装具給付・貸与事業
日常生活用具給付等事業
自動車改造費助成事業
重度身体障害者訪問入浴サービス事業
障害児通所支援事業
特別障害者手当・障害児福祉手当・経過的福祉手当
在宅重度心身障害児（者）訪問看護支援事業
軽・中度難聴児補聴器購入費等助成事業
重度心身障害者（児）介護手当
児童手当
児童扶養手当
高等職業訓練促進給付金等事業
自立支援教育訓練給付金
高齢期移行助成制度
重度障害者医療費助成制度
高齢重度障害者医療費助成制度
母子家庭等医療費助成制度
未熟児養育医療費給付事業
市営住宅家賃
保育所・認定こども園等保育料

（市）障害福祉課

（市）子育て支援課

（市）医療保険課

（市）健康増進課
（市）建築住宅課
（市）教育・保育課

対　象　事　業　等 問い合わせ先


